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論 文 の 内 容 の 要 旨

鳥インフルエンザウイルス仏vianInlfuenzaVirus)はオルソミクソウイルス科A型インフル

エンザウイルスに属し,ウイルス粒子に存在する二つの表面抗原タンパク質である赤血球凝集素

(Hemagglutinin:HA)およびノイラミニダーゼ(Neuraminidase:NA)の抗原性に基づいて,Hl

からH16,NlからN9の血清亜型に分類されている｡H5およびH7亜型に属するAIVは,国際獣疫事

務所の規定では鶏に対する痛原性によって通知対象高病原性鳥インフルエンザウイルス(Highly

pathogenicnotifiableavianinfluenzavirus:fmIV)と通知対象弱毒型鳥インフルエンザウイ

ルス(Lowpathogenicnotifiableavianinfluenzavirus‥LPNAIV)に分類されている｡一方我が

国では,家禽に侵入した弱毒型のH5およびH7亜型のAIVが,家きん間での感染を繰り返すうちに

強毒に変異した事例が知られていることから,すべてのH5またはH7亜型のA型インフルエンザウ

イルスの感染による家きんの疾病を高病原性鳥インフルエンザ(High1ypathogenic avian

ifnluenza)として家畜伝染病(法定伝染病)と定め,摘発淘汰することとなっている｡

2004年1月に国内では79年ぶりとなるH5Nl亜型による肝AIが山口県,大分県,京都府の3府

県で発生した｡当時の鶏飼養環境下で本痛の発生がどのように伝播･拡大するかを予測することは

困難であった｡また,以降も弱毒型,強毒型の肝AIが国内で発生した｡これらの発生及び伝播･

拡大状況を疫学的に解析し,伝播拡大要因を明らかにすることによって,防疫対策や危機管理体制

の構築に有用な知見が得られることが期待された｡そこで本研究では,わが国における本病の発

生･拡大の様相を疫学的手法を用いて分析し,肝AIの伝播･拡大のリスク要因を明らかにすること

を目的とした｡

第一章は,2004年1-3月に発生したH5Nl亜型による肝AIの発生状況の記述疫学手法による分

析である｡山口県,大分県,京都府の3府県4養鶏施設での強毒型のH5Nl亜型ウイルスによる発

生について,鶏舎内および鶏舎間伝播の様相,感染鶏の症状,発生農場間の鶏･人･物の移動等に

関する疫学情報が分析されている｡発生起因ウイルスの鶏に対する病原性が非常に高く,感染鶏が

短時間で死亡したため発生農場での異常の確認が容易であったこと,発生群においては短期間にウ

イルスが伝播し,鶏舎間の伝播も容易であったことが特徴として挙げられた｡家きんの処分や発生

地周辺の移動制限が迅速に行われたこと,感染鶏の移動先の追跡とそれに伴うまん延防止措置が適
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切にとられる等,迅速な封じ込め措置によって新たな拡大が未然に防がれたことが初発から3ケ月

未満での撲滅成功につながったと考察された｡

第二章は,2005年のH5N2亜型の弱毒型ウイルスによる肝AIの発生地域であった茨城県におけ

る症例対照研究による刑Ⅰの発生地域における発生リスク要因の調査･分析である｡移動制限区

域にあったすべての商用採卵養鶏農場に対する聞き取り調査から得られた発生農場37戸と非発生

農場36戸のデータについての統計学的解析が行われた｡その結果,成鶏の導入,農場間での機具

の共有,農場内入場者への不完全な衛生対策,発生農場から近距離にあることが本病発生のリスク

要因であったことが示された｡

第三章は肝AI発生地域の特徴を明らかにすることを目的とした発生地域の空間スキャン統計を

用いた地理的解析である｡2005年H5N2亜型の弱毒型ウイルスによるⅢ鳩Ⅰの発生の集中した地域と

その周辺地域との間で飼養状況に関する項目を統計学的に比較することにより,mI発生集中地域

の特徴を分析した｡その結果,発生集中地域は茨城県のほぼ中央部に半径5.12血の大規模な採卵

養鶏場の密集として検出された｡この地域では,養鶏場の戸数密度と羽数密度がともに高く,農場

1戸あたりの飼養羽数が多いこと,成鶏を飼養する採卵農場の割合が高い等の特徴が明らかとなっ

た｡

以上,本研究により,わが国で発生した肝AIの発生実態が明らかにされ,またわが国の養鶏産

業における肝AIの発生リスク要因が特定された｡本研究によってオールインオールアウトや農場

内入場者への衛生対策の不徹底,農場間での機具の共有がⅢ浪Ⅰの伝播･拡大リスク要因とされた｡

肝AI発生のリスクを低減させるためにはこれらリスク要因を低減させる農場における衛生対策が

必須であると共に,侵入監視体制として,高飼養密度地域に重点を置いたモニタリング体制の構築

も重要であると考えられた｡

本研究で得られた成績は肝且Ⅰ発生に対する危織管理や防疫措置の策定に重要な知見を提供する

ものであると考えられる｡

審 査 結 果 の 要 旨

鳥インフルエンザウイルス(Avianinfluenzavirus:AIV)は,ウイルス粒子に存在する二つの

表面抗原タンパク質である赤血球凝集素(Hemagglutinin:HA)およびノイラミニダーゼ

(Neuraminidase:NA)の抗原性に基づいてHlからH16,NlからN9の血清亜型に分類されている｡

H5およびH7亜型に属するAIVは,国際獣疫事務所の規定では鶏に対する病原性によって通知対象

高病原性鳥インフルエンザウイルス(Highly pathogenic notifiable avianinfluenza virus:

HPNAIV)と通知対象弱毒型鳥インフルエンザウイルス(Lowpathogenicnotifiableavianinfluenza

virus:LPNAIV)に分類されている｡一方,我が国ではLPNAIV.が家禽の間で感染を繰り返すうちに

強毒型に変異することが知られているため,すべてのH5またはH7亜型のAIVによる家禽の感染

を高病原性鳥インフルエンザ(Highlypathogenicavianinfluenza:HPAI)として家畜伝染病(法

定伝染病)として摘発淘汰することとしている｡

本研究は,1)2004年1月に国内で79年ぶりに発生した耶Nl亜型肝AIの発生における本病の

発生･拡大に関する疫学的分析により,HPAIのリスク要因を明らかにする,2)2005年の弱毒型ウ

イルスによるHPAI発生に関する症例対照研究によって発生リスクの定量的評価を行う,3)2005

年の弱毒型ウイルスによるHPAI発生地域である茨城県において空間スキャン統計を用いて,HPAI

発生地域の特徴を明らかにすることを目的に行われた｡

これらの解析によって,Ⅲ)AIの伝播･拡大のリスク要因として,オールインオールアウトや農

場内入場者への衛生対策の不徹底,農場間での機具の共有,発生農場に近接していること等が明ら

かとなった｡また,高飼養密度地域が肝AIのハイリスク地域であることが空間スキャン統計によ

って確認された｡
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以上本研究で得られた成績は,我が国における肝AI発生のリスク要因を明らかし,肝AI対策に

おける防疫･危機管理体制の策定に科学的根拠を提供するものである｡

以上について,審査委員全員一敦で本論文が岐阜大学大学院連合獣医学研究科の学位論文として

十分価値があると認めた｡
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